
【第６学年国語】 

  

  

 

１ 指導計画 

   

  

  

  

  

２ 指導のポイント 

  この問題の学習課題は，「共助の大切さ」を地域の人に伝えるため，パンフレットに載せる意見文を

書くことである。 

本単元は，非連続型テキスト，防災センターの人のお話，話し合いの様子，アンケート結果等の複

数の資料から必要な情報（「共助」に関する資料）を選択し，資料から分かる事実に自分の考えを明確

につなげて，説得力のある意見文を書くことをねらっている。そこで，「目的や意図に応じて情報を収

集・解釈し，選択する力」「論理的に思考する力」「説得力のある文章を書く力」を付けるために，３

時間で段階的に指導していく。 

  

１時間目  複数の資料から「分かること（事実）」を読み取り，「公助」「自助」「共助」について，

整理・分類する。グループで，「共助」が大事な理由を資料と関係付けて話し合い（資料の

解釈），自分の意見をまとめる。 

 ２時間目  例文を比較しながら，より説得力のある文章の構成を理解する。一つ目は，「分かること

（事実）」のみの記述では，自分の意見が伝わらないこと。二つ目は，論理的な文章の構成。

この二つの理解から，三部構成・四段落の構成メモを作る。 

 ３時間目  例文に書かれた「事実」「理由」「資料から考えられること」を確認する。そして，構成

メモを基に，条件に沿って意見文を書く。書き終わった後，グループで「条件に基づいて

意見文が書かれているか」を視点に意見文を読み合い、感想を交流する。 

 

３ 各時間の指導計画 

（１） 資料を「公助」「自助」「共助」に分類し，その中から，「共助」の大切さについて，大切である理

由を資料と関係付けて，自分の意見をまとめる。 

主な学習活動と教師の働きかけ ・留意点  □評価 

課題を把握する 

T 佐藤さんの学校では、「防災」について学習しています。防災で

は，国や市が助けてくれる「公助」，自分で災害に備える「自助」，

近くの人たちと地域で協力して助け合う「共助」の３つがありま

す。そこでまず，防災センターの大野さんに話を聞きました。 

佐藤さんたちは，調べて分かったことを意見文にまとめてパン

フレットにし，地域の方に伝えます。 

T 「公助」「自助」「共助」とは，具体的にどんなことなのでしょ

う。資料を基に分かったことをまとめましょう。 

資料ア（大野さんのお話）から必要な情報を抜き出す 

・「公助」「自助」「共助」の意味を確

認する。 

・「パンフレットに意見を書き，地域

の方へ伝える」という単元の課題

を確認する。 

 

 

・「公助」「自助」「共助」について，

分類し，その中の「共助」の資料

を選び、分かったこと（事実）を

目的に合う必要な情報を選択し，「資料→理由→考え」を明確につなげて，説得力のある意見

文を書く 

１時間目 目的に合う資料を選択し，必要な事柄を解釈し、それらを自分の考えに関係付ける。 

２時間目 説得力のある文章の構成を理解し，三部構成・四段落の構成メモを作る。 

３時間目 資料から分かったこととそれを基に考えたことをつなげ，説得力のある意見文を書く。 

 



T 次の三つの例は，「公助」「自助」「共助」のどれに当たりますか。 

・市町村で防災マップを作成，配布する。「公助」 

・災害があった時に助け合う消防団を作っておく。「共助」 

・日頃から防災グッズを家に置いておく。「自助」 

T 佐藤さんたちは，防災について，もっと詳しく知りたいと思い，

さらに調査をしました。 

「共助」についての資料を整理・分類する 

T 「共助」について，それぞれの資料から分かることは何かな。

分かることをまとめよう。 

  グラフを読み取る時には，数値や変化に着目しよう。 

・近所の人に助けられた割合が５５％で一番多い。（資料エ） 

・防災活動に取り組む地域の割合が年々増えている。（資料キ） 

・国民が重点を置くべきと考えている防災政策は，共助に重点を

置くべきと考える人の割合が１４％から２０％に増えている。

（資料ク） 

・近所の人や消防団のおかげで，助かった。（資料カ） 

T 資料から，「共助」が大事であることが分かりました。なぜ，「共

助」が大切なのか，理由を考えていくことが必要です。 

大事である理由を資料と関係付け，自分の意見をまとめる 

T では，資料から分かったことを基に「共助」が大事な理由を資

料と結び付けて，グループごとに考え，ワークシートにまとめま

しょう。 

・資料エから，近所の人に助けられた割合が５５％で一番多い。 

→すぐに助けを呼べるのは近所の人だから，共助が大切だ。 

・資料カから，「支援物資が来ている場所を近所の人が教えてく

れた。」「倒れたものを近所の人と協力して直すことができた。」

「消防団が，避難場所を連絡したり，一人で逃げられない人を

助けたりしていた。」という声があった。 

→いざというときには近所の人の助けが役に立つから，共助が大

切だと言える。 

・資料キから，「防災活動に取り組む地域の集まり」が年々増え

ていることが分かる。 

→地域の結びつきがいざというときの備えになるから，共助は大

切だと言える。 

T 資料から，「共助」の大切さがよく分かりました。次の時間は，

どのように内容を組み立てたら，地域の人に伝わる意見文になる

かを考えます。 

基に理由を考えるという本時の課

題を把握する。 

□大野さんの話の中の事例につい

て，「公助」「自助」「共助」に分類

している。 

 

・資料から分かることをワークシー

トに整理・分類できるようにする。 

 

 

＊ワークシートファイル参照 

 

 

・グループで資料から読み取ったこ

とを基に吟味することで，様々な

解釈を交流できる。解釈したこと

と自分の考えをつなげて，意見を

まとめる。 

 

 

 

 

 

□資料から読み取ったことを解釈

し，理由を明確にして自分の考え

をまとめている。 

 

（２） 二つの例文を比較しながら，より説得力のある文章にするための構成を考え，三部構成・四段落

の構成メモを作る。 

主な学習活動と教師の働きかけ ・留意点  □評価 

課題を把握する 

T 前時では，資料から分かったことを基に理由を明確にして自分の

・単元の課題を確認する。 

・意見文を書く目的は，「地域の方



考えたことをまとめました。それを基に地域の方に伝える意見文を

書きます。 

相手に伝えるための説得力のある意見文について考える 

T 自分の意見を伝えるには，説得力のある意見文にする必要があり

ます。 

ここに，資料カを基にしたＡとＢの意見文があります。どちらが

より説得力があるでしょうか。 

≪事実につなげた考えの記述なしＡ  考えの記述ありＢ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

・Ａは、資料から分かることしか書いていない。 

・Ｂは、資料から分かることにつなげて，地域の人と教え合うこと

で多くの人が助かるので，「日頃から地域の人と仲良くなってお

くことが大切だと思う。」という自分の考えを書いている。 

Ｔ  次に，資料キを基にしたＡとＢの意見文があります。どちらが

より説得力があるでしょうか。 

≪Bは，事実→考えの順。 Aは事実→理由→考えの順≫ 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｂは，事実から考えたことだけの記述で理由が明確でない。 

・Ａは，資料から分かる事実を基に理由を明確にしてから自分の考

えを記述しているので，より説得力がある。 

T  説得力がある文にするためには，資料から分かったこととつな

げて理由を明確にして，自分の考えを述べるという順序で書くと

よいことが分かりました。 

構成メモを作成する 

T  資料から分かること（数値や引用）につなげて、理由を明確に

し，自分の考えを構成メモに書きましょう。 

・三部構成・四段落の枠に沿って，構成メモを作る。 

に共助の大切さを伝えるパンフ

レットを作ること」であることを

確認する。 

 

・「説得力」の意味を確認する。 

・ＡとＢを比較させながら，考えの

記述に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・考えの記述の部分に線を引き，分

かりやすくする。 

 

・ＡとＢを比較させながら考えさ

せ，論理的な記述に気付かせる。

（事実と理由，考えを区別して書

く。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料から分かったことにつなげて

理由を述べ，自分の考えを記述す

ると伝わりやすいことを押さえ

る。 

 

・構成メモと原稿用紙が一枚になっ

たワークシートに書かせる。 

□例文を比較しながら，説得力のあ

る文の構成を理解し，構成メモを

作っている。 

 

 

Ｂ 

 

資
料
オ
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よ
る
と
、
「
お

む
つ
や
ミ
ル
ク
が
足
り
な

く
て
赤
ち
ゃ
ん
が
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だ
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。
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Ａ 

 

資
料
オ
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お
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Ｂ 

 

資
料
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資
料
カ
で
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支
援
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が
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る
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を
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の
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く
れ
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多
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い
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こ
と
が
、
ア
ン
ケ
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果

か
ら
分
か
り
ま
す
。 

 



（３）構成メモを基に意見文を書き，感想を交流する。 

主な学習活動と教師の働きかけ ・留意点  □評価 

課題を把握する 

T 前時では，意見文を書くときに資料から分かること（事実）とつ

なげて理由を明確に自分の考えを述べると，より説得力のある意見

文になることを学習しました。今日は、作った構成メモを基に，意

見文を書きます。 

文の構成について確認する 

T ここに，Ｃさんの書いた意見文があります。前時で学習した構成

（事実→理由→自分の考え）になっているでしょうか。確認しましょ  

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T 「事実」「理由」とつなげた自分の考えが書かれた箇所を探しまし

ょう。 

・「消防団が体の不自由な人を助けた」という事実から，近くにい

る人同士で助け合える関係をつくることが大事だと書いている。 

・「物資があるところを教えてくれた」という事実から，地域の人

とつながっていることが大事だと書いている。 

・まとめでは，二つの事柄につなげて，自分の考えをまとめている。 

意見文を書く 

T 構成メモを基に意見文を書きましょう。その際に次の条件で書き

ます。 

・三百六十字以上、三百九十六字以内。 

・三部構成四段落で書くこと。 

・資料の記号を入れること。 

・資料から分かったこと（事実・理由）と考えをつなげて書くこと。 

T 意見文を書いたら，グループで読み合い条件に合っているか確認

しましょう。感想を交流しましょう。 

・構成メモを見ながら，前時の学習

を想起させる。 

 

 

 

・例を基に，説得力のある意見文に

ついて振り返らせる。 

・文章の構成について考えさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Ｃさんの意見文を例に挙げなが

ら，条件を確認する。 

・例を用いて条件を確認すること

で，意見文の書き方を理解させ

る。 

 

＊ワークシートファイル参照 

・グループで読み合い、交流させる。 

□例文から，意見文の構成に気付

き，構成メモを基に条件に合わせ

た意見文を書いている。 

 

 

わ
た
し
は
、
防
災
で
は
「
共
助
」
が

特
に
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
れ
は
、

二
つ
の
理
由
か
ら
で
す
。 

 

一
つ
目
の
理
由
は
、
近
く
に
い
る
か

ら
す
ぐ
に
助
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
資
料
ア
で
は
、
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地
域
の
消
防

団
が
地
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の
時
に
体
の
不
自
由
な
人

の
誘
導
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
あ
り
ま

す
。
体
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不
自
由
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、
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時
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逃
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と
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で
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く
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と
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い
ま
す
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だ
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係
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つ
く
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大
事
で
す
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二
つ
目
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、
避
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教
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合
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こ
と
が
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る
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ら
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す
。
資
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カ

で
は
、
「
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資
が
あ
る
と
こ
ろ
を
教
え

て
く
れ
た
」
と
あ
り
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す
。
細
か
い
情

報
は
、
地
域
の
人
し
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
を
教
え
合
え
ば
、
み
ん
な
が

助
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
地
域
の
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と

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
大
事
で
す
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こ
の
よ
う
に
、
近
く
に
い
る
か
ら
こ

そ
、
す
ぐ
に
助
け
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
地
域
の
人
と
つ
な
が
っ
て
い
た
か

ら
お
互
い
に
助
け
合
え
る
こ
と
が
で

き
た
り
す
る
の
で
、
防
災
に
は
、
「
共

助
」
が
最
も
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

構
成
メ
モ
と
原
稿
用
紙
が
一
枚
に
な
っ
た
シ
ー
ト 


